
 

 

                                    

＊本日、一般財団法人 日本気象協会からも SRI データの活用に 

関する報道発表を別途行っています。 

報道関係各位                                                   ニュースリリース 

2017年 8 月 21 日 

株式会社インテージ 

インテージ、日本気象協会と需要予測で連携開始 

～SRI（全国小売店パネル調査）で未来を知るデータ活用が可能に～ 

 

株式会社インテージ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：石塚 純晃、以下インテージ）は、一般財団法

人 日本気象協会（本社：東京都豊島区、会長：石川 裕己、以下日本気象協会）と、日本気象協会が保有する気

象情報をもとにした商品需要予測情報提供・コンサルティングサービス「商品需要予測事業（※1）（以下、本事業）」

において、インテージ「SRI データ（全国小売店パネル調査データ）※2」の「第三者開示利用（※3）によるデータ活

用」に関して合意をいたしましたのでお知らせします。 

 これにより、SRI データを契約している企業は日本気象協会に SRI データを開示することが可能となり、これまで

の過去の売り上げを知るためのデータ活用から、気象データに基づいた需要予測という未来を知るためのデータ

として SRI データ契約企業に活用していただくことが可能になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 需要予測の精度向上に貢献 

＜第三者開示利用によるデータの活用＞ 

 インテージと SRI データ契約をしている企業は「第三者開示利用」により、日本気象協会へ SRI データの開示

が可能となり、日本気象協会からの需要予測情報が入手できるようになります。 
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1 過去の SRI データの活用 

日本気象協会では、過去 5年分（※4）の SRI データを用いて、対象商品と気象との関係（気象感応度）を解析 

することが可能となります。解析結果を元に需要予測の計算式を開発し、最大 3 カ月先（※5）の需要予測情報が 

提供できるようになります。 

 

2 最新の SRI データの活用 

日本気象協会では、最新の SRI データを元に需要予測の計算式の高度化を行い、さらに高精度の需要予測を 

提供することが可能となります。 

 

 

※1 商品需要予測事業 

2014 年から 3年間、経済産業省の補助金事業を経た後、日本気象協会が 2017 年 4月から開始した事業。天気

予報を軸とした需要予測の提供・コンサルティングを行う。「平成 28 年度省エネ大賞 経済産業大臣賞（ビジネス

モデル部門）」「第 4回食品産業もったいない大賞 農林水産省食料産業局長賞」「第17回物流環境大賞 物流環

境大賞」を受賞。 

 

※2 SRI データ（全国小売店パネル調査データ）https://www.intage.co.jp/service/sri/ 

国内小売店パネル No1※※ のサンプル設計数とチェーンカバレッジを誇る、スーパーマーケット、コンビニエンスス

トア、ホームセンター・ディスカウントストア、ドラッグストア、専門店など全国約 4,000 店舗より継続的に、日々の販

売情報を収集している小売店販売データです。 

※SRI では、統計的な処理を行っており、調査モニター店舗を特定できる情報は一切公開しておりません 

※※ 2017 年 7 月現在 

 

※3 第三者開示利用 

インテージが顧客との間に締結する契約に含まれ、SRI データ契約顧客が、パネル調査データベースの一部を第

三者に開示する上で従うことを定めた基準。 

 

※4 年数は目安です 

 

※5 予測期間の種類 

日次予測：毎日の需要予測を 14 日先まで 

週次予測：1 週間ごとの需要予測を最大 3 カ月先まで 
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【株式会社インテージ】https://www.intage.co.jp/ 

株式会社インテージ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：石塚 純晃）は、「Create Consumer-centric Values 

～ お客様企業のマーケティングに寄り添い、共に生活者の幸せを実現する」を事業ビジョンとして掲げ、様々な業界の

お客様企業のマーケティングに寄り添うパートナーとして、ともに生活者の幸せに貢献することを目指します。生活者の

暮らしや想いを理解するための情報基盤をもって、お客様企業が保有するデータをアクティベーション（活用価値を拡

張）することで、生活者視点に立ったマーケティングの実現を支援してまいります。 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

■株式会社インテージ パネル事業本部  

担当：金井（かない）／宮下（みやした） 

 Email： juyoyosoku-support@intage.co.jp 

 

【報道機関からのお問い合わせ先】 

■株式会社インテージ 広報担当：小林（こばやし）／石渡（いしわた） 

TEL：03-5294-6000 

サイト「お問い合わせフォーム」  https://www.intage.co.jp/contact/ 

http://www.intage.co.jp/contact/

